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●ジョージ・ワジントンの横須賀母港

ー そのものの見直しを求める二つ⑬顆3や

●核兵器のない平和な世界を目指して

く 2月10日藤野町での講演から＞その3

●オキナワから トウキョウから No.38 

●オキナワの基地のニヶ月
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横須賀市長と議会が原子力空母「ジョー 海軍の綱引きは、「キティホーク退役、原子

ジ・ワジントン」の母港受け入れを決断し 力空母の交代配備」という万針と深く関わっ

だ理由は、 1．安全保障問題は国の専管事項 ていだ。結論的としては、 06年 10月に海

であり、横須賀市には決定権がないことと、 軍と議会の妥協によって、「11隻体制」が

2．原子力空母の以外の選択肢（通常型空母 決まっだ。

の継続）がゼロである以上、反対をしても 最後に残されだ通常型空母2隻のうちの

仕万がないということであっだ。

まだ市長と議会は、受け入れの条件とし

て、「安全」を徹底すると約束した。そのこ

とは、「住民投票条例案」否決の日に出され

た、市議会の意見書にも書かれている。

「ジョン・ F・ケネディ」も退役し、合では

フィラデルフィアの海軍工廠に退役艦とし

て保管されている。ただし、議会の命令で、

ケネディは「モスボール」と呼ばれる保存

処理が行われ必要とあれば現役に復帰でき

合、起こっていることは、「受け入れの理 る状態である。

由」、「く安全＞という市民への約束」が厳 ところが、この4月以降の米議会の議論

しく問われる事態である。 を見ると、とうも通常型空母「復活」が選

択肢となってきているようなのである。「11

1．まだ、通常型空母がある 隻体制」というのは「全部が原子力艦」と

空母 12隻体制の継続か、それとも 11隻 ほほ同じ意味だったのだが、どうも、それ

に削減するのか、この問題をめくる議会と だと、空母の「やり繰り」が上手くゆかな
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いというのだ。 るという選択肢も米国は一貫して持ってい

キティホークの次の空母の退役予定 だ。横須賀市長と議会はこのウソをまるで

は、 2013年の原子力空母エンタープライ 「宿命」のように考えさせられ、振り回され

ズ(CVN65)である。しかし、エンタープ てきたといえる。

ライズの後継艦ジェラルド •R ・フォード 合こそ、「原子力空母の母港拒否」を、日

(CVN78)の就役は早くても 2015年。この 米政府に主張するべきときだ。

間に 2年から 3年の空白、つまり空母が

10隻に減少する期間が生じる。これを理由 2．火災実態の公開と説明を、

に、海軍は「11隻体制」を一時的に「10 さもなくば配備拒否を

隻体制」とすることを許してほしいと議会 ジョージ・ワジントン横須賀配備の日が

に求めた。 遅れている。 5月22日に起しだ火災によっ

これに対して、下院の軍事委員会は、海 て、 8月19日に予定されている同艦の横須

軍の要求を拒否し、その代わりに海軍長官 賀配備日程は 9月以降に延期されだ。火災

に対して、「ケネディの現役復帰かキティ の全貌はまだ公開されていないが、空母は

ホークの現役継続」によって 11隻体制を かなり深刻なダメージを受けていると思わ

維持する可能性を検討し、 09年2月3日 れる。海軍は「原子炉には関係ない」と言っ

までに議会に報告するよう求める「委員会 ている。しかし、ちょっとした電気系統や

報告」（次ページの囲みに当該部分の全訳） 給排水系統の障害だけでも、深刻な事態に

を提出、下院は「10隻体制」を容認する条 あすびつくのが原子炉の怖さである。

項を削除しだ法案を可決(5月22日）、上 火災原因の究明と公開、地元への説明が

院に送付しだ。報告書の問題の部分の全訳 納得できる形であこなわれない限i）、市長

を囲みに示す。 も議会もジョージ・ワジントンを受け入れ

この議論の決着にはまだ数ヶ月を要する られないはずである。 5月16日、住民投票

と予想される。まだ、議論の動機は、一時 条例案を否決しだその日に議会が採択した

的な 10隻体制をどうするかという米国、 「意見書」（前号に全文）は、国に対して求

とくに海軍の事情だ。しかし、横須賀にとっ める第 1の項目として「原子力空母の安全

て重要なことは、「キティホーク退役の後は 性確保及び防災体制の強化」を上げた。そ

原子力空母しかない」という日米政府の説 の試金石が、合目の前にあるのだ。

明が、実はウソだったということだ。 20i3 （だまきかすひこ）

年ごろの「空白問題」は最初からはっきり

していだし、それを「通常型空母」で埋め
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く資料＞

「09国防認可法」 (H.R.5658)に関する委員会報告

2008年 5月16日

下院軍事委員会

-「平禾［二：二：口言二：員会I
第 1部「国防総省予算」／ダイトル 1「調達」／艦船建造及び改修／特段の重要事項

航空母艦の戦力構成

委員会は連邦法典タイトル 10• 第 5062 節が、国防総省に対して 11 隻の現役航空母艦を維持

することを求めていることに留意する。委員会は、国防総省がエンタープライズ(CVN65)の退

役予定時期とフォード(CVN78)が初期作戦能力を達成する時期との間の期間について、この法

的要求を免除する立法を求めていることを認識している。特に、最近、2007会計年「ジョン・ワー

ナ一国防認可法（公法 109-364)」第 1011節にあいて、国防総省は航空母艦の法定数を 12隻か

ら11隻に減少させることで議会との妥協に達しだばかりであることから、とりわけ委員会は国

防総省の立場に懸念を抱いている。さらに委員会は、エンタープライズの退役からフォードの初

期配備能力達成までの期間は少なくとも 33ヶ月が予定され、新クラスの第 1号艦であるフォー

ドの建造プロセス及び就役後の試験及び評価期間によってはこれが4年以上となる可能性がある

ことに留意する。

それゆえ！こ、委員会は、 2013 年にエンタープライズを退役させるだめに第 10 章•第 5062 条

を免除せよという国防総省の要求を拒否する。しかしながら、委員会は、 2013年以降もエンター

プライズを現役に留まらせる場合には、修理施設にあけるメンテナンスの日程及び経費の上で重

要な影響が生じること、まだオーバーホールを行っだとしてもエンタープライズの燃料の寿命1こ

は限界があることを理解する。

したがって委員会は、海軍長官に対して、エンタープライズの退役からフォードの就役までの

期間、ケネディ (CV67)を現役に復帰させる、あるいはキティホーク(CV63)の現役を継続させ

るという二つの場合の経費及びスケジュール上の影響に関する報告書を、議会の国防関係委員会

（複数）に提出するよう命じる。委員会は海軍長官に対して、ケネディまだはキティホークをドッ

クに入れ修理を行う能力のある、国内の公営及び民間造船所のドライ・ドックの数と場所を報告

書に含めるよう命じる。

同報告書は、本法律の発効後90日以内に、だだし、いかなる場合にあいても 2009年2月3

日以前に、提出されなければならない。

（訳：ピースデボ。『核兵器・核実験モニター』第306号(08/6/15)より転載）

棲昇9のない皐屑な僧＂を目措して
-21世紐はiii艮の力で閏題を罵澳できる鵬代ー

広島市長秋葉忠利

その 3
被爆体験を未来に伝えるだめに をし出したら、最初

それから、これはみなさんにもあ願いしたことです。 の一人二人は来てく

平和市長会議では2020年までに核兵器を廃絶しよ れるかもしれません

うという運動を、今世界的に起こしています。それが が、「いや、あの人

成功するだめには、やはり世論の高まりが必要です。 が来ると原爆の写真

みなさんが、国際政治だから、例えば、自治体がもの を見せられるから＂．」

映画をきっかけにして

公演中の秋葉忠利広島市長

を言ってもだめだとか、ひとりの市民が声をあげても とだんだん敬遠されるかもしれません。むすかしいで

だめだというふうに思いこます、世誦を高めること、 すね。

できるだけ沢山の人が一緒になって世界の政治を動か まず、平和の話から始める、それが一つです。それ

すんだという、そこまで先を読んで行動することが必 からクイズから始めるというのもあります。さつきい

要になります。 くつか核兵器の特徴を言いましたけど、クイズ流行で

すからクイズで「君、こんなこと知らないだろう」と

問うのも話を始めるよいきっかけになります。が、そ
ます、合まではあまり話をしなかっだ、けれども

れよりも映画を観る話の万が簡単です。
原爆のこと、核兵器のことを、できるだけいろいろな

「いい映画を観だふいい話だったよ」と観た映画
ところで問題にし、話をし始めてほしい。でも、突然

の記をしてあげる。女優さんの話から始めてもいいで
さっきあ見せしだような写真をもって行ってそれを見

す。「宮沢りえ、きれいだっだよ」というところから
せるということは、だしかにジョックを与えるという

話してもいい。
意味では大きなインバクトがありますが、「この写真

を見て、こんなひどいことがあるんだ」といきなり話

ム‘
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「原爆の子」、これは 1952年1こできた映画ですけど 研究が行われていないというのが、私の認識です。そ

も、私はこの映画を観て二日間寝込みました。小学校 こで広島・長崎講座という名称をつけて何をやっても

四年生の頃だっだと思います。 らいだいかというと、一つには先程申し上げだ被爆の

それから「渚にて」、これは高校生のときに観ましだ。 実相をきちんと伝えてほしい。もう一つは、被爆者の

いい映画です。グレゴリー・ペックとエバ・ガードナー メッセージ、他の誰にもこんな思いをさせてはいけな

という名前で頷かれる万もいらっしゃいますね。 いんだというメッセージをきちんと伝えてほしい、和

あと最近の映画ですけど「夕凪の街桜の園」、これ 解の哲学を伝えてほしいということです。

は去年の映画ですが、いい映画です。こうの史代さん これをだだ単に、情緒的なメッセージに終わらせる

の漫画が先に出版されています。 のではなく、学問的な大系をもっだ整理された知識、

それに「父と署らせば」、宮沢りえさんが出演して 整理されだ経験として大学で教えてほしいというの

いますが、井上ひさしさんの戯曲が映画化されだもの が、この広島・長崎講座の目的です。

です。 レジメにはデジタル化と書いてありますが、ただ単

それから「ヒロジマ・ナガサキ」、スティープン・ に地上波デジタルでこれを流すという意味ではありま

オカザキという日系三世がつくっだアメリカの映画で せん。

すけど、 HOPというあのケーブル TVの配給会社が みなさんが被爆者の話を聞いだときに感動します

全米に流してくれました。日本語版も出ています。 ね。私は被爆者ではありませんから被爆者の話を聞い

それと「はだしのグン」、これも漫画が先で、中沢 だとき、感動しましだ。被爆者の話を聞いて感動しだ

ケイジさんの漫画が映画化されています。 ということを、次の人に伝えたときに、その私の話を

「かあべえ」、これは原爆に直接関係ありませんが、 聞いだ人が、被爆者から直接話を聞いだ私よりも感動

山田洋次監督がつくっだ映画で、吉永小百合さんが出

演しているとてもいい映画です。

映画を観て、映画を話のきっかけ1こして、核兵器に どんどん伝わるけれど、心の中の本当のインパクトは

は当然、私より少なくなります。その人が、いい話だっ

だとまだ別の人に話すと、いい話だったということは

ついていろいろと一緒iこ考え、議論を始めるというこ 伝わらない。

とは可能だと思います。 みなさんも経験があると思いますが、昔、ビデオで

いい映画が撮ってあるよというので、それを借りてダ

ピングをしますよね。友達から借りたテープでダピン
広島・長崎講座 く知的な伝達＞

その他に、広島市として力を入れているのが広島・ グして、それからまだダビングするといっだ具合にダ

長崎講座です。 ピングを重ねていく。すると画像はどんどん劣化して、

平和教育はいろいろなレベルで行われていますが、 最後には雨が降っだようにしか映らない。それはアナ

広島の場合、小中高のレベルでは、例えば「被爆教師 ログだからです。

の会」という組織を被爆しだ先生万がつくって、すい 合はデジタルの時代になりましたガら、何回コピー

ぷん努力して頑張ってきましだ。そして、一応のレベ しても画像が劣化しない。それと同じように、被爆者

ルに達している。だけど大学レベルでの十分な教育と のことばそのままではないかもしれないけれど、学問

i
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的に整理して、それをきちんと劣化しないような形で の目標は、 2020年までにすべての核兵器を廃絶する

伝えていく、それは要するに学問的な大系化をするこ （最終目標）、 2010年までに核兵器の禁止条約を制定

となのです。ということで、合、努力していますが、

現在世界で三0くらいの大学が協力してくれていま

す。

国内外での原爆展の開催

それから、これは合までもすいぷんいろいろなとこ クで開かれましだが、そのときの写真です。

ろでやってきているんですが、原爆展の開催もずっと

つづけています。国内でも国外でもです。合年はブラ

ジルで広島市と長崎市が協力して原爆展を開きます。

する（中間目標）ということです。

この 2020年ヴィジョンを始めたのが2003年の＇

十月ですが、（写真を示して）下の写真はいずれも、

2005年のNTP（核不拡散条約）検討会議がニューヨー

右側は、国連にあける平和市長会議カンファランス

を開いた際に、当時の国連事務総長コフィ・アナンさ

んが来てくれ激励してくれている場面です。

それともう一つ、去年と合年二年かかって、アメリ 左側の写真で一番左にいる白髭の男性はアメリカ、

力全土で百＿力所での原爆展を開こうということを オハイオ州のアクロン市長で、彼は全米市長会議の会

やっています。ワジントン DC、ほかあと五0州あり 長です。市長会議というのは、アメリカ全土の人口

ますが各州で一つずつ、一月に南部の何州かで原爆展 三万人以上の都市が 1139集まった組織で、アメリカ

を開きますが、マスコミがこれをテレピで積極的に取 の都市のほとんどすべてがこの会議に属しています。

りあげてくれました。 その全米市長会議が、 2020年ヴィジョンを一緒にや

これがなぜ大事かというと、アメリカの大統領選挙 りましょうと支持決議を満場＿致で二回にわだって採

ではイランで核兵器を使うんだというようなことを言 決してくれています。

わないと大統領候補としての重みがない、そんなこと アメリカという国家レベルでは、アメリカは「核兵

を平気で言う候補が何人もいます。 器万歳！」、大統領候補もイランで核兵器を使うなんて

それは被爆者あるいは我々の視点から見ればとんで ことを平気で言うんですけれとも、市長レベルでは話

もないことなんですけども、そういっだことを平気で がちがうんですね。核兵器を廃絶しなきゃいけない、

言って、それがどういう意味をもつガ分からない人が 2020年までにそれを実現しましょうということを

大勢いる社会ですから、原爆展を開いてもう一度、し 言っています。

かも即台的な関Iらが高まっているときに、被爆の実相 なぜ都市なのか、なぜ市長なのか

はぜひ伝えていこうということでいろいろ苦労してい では、都市がなんでそんなことをやっているのか。

ます。このなかで実は、アメリカの都市にがんばって アメリカの場合だと、国と都市では政策がちがう。

もらって原爆展を開いてもらあうと考えています。 他の国でも、ちがうところはありますが、その一番大

核兵器廃絶に立ち上がる都市 きな理由は、原爆ができてから合年で63年になるわ

核兵器廃絶のだめに合、都市が立ち上がって平和市 けですが、この間、世界中のほとんどの市民は、国が

長会議をつくっているいるんですが、これは、 1982 この問題について何かやってくれるだろうと、国の専

年につくられだ組織で、合、世界の 172の国と地域 権事項だからというので、国に期待してきました。だ

で2028の都市が加盟しています。この平和市長会議 けど、何も起こっていない。残念ながら、核兵器は廃
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絶されていませんし、アメリカ大統領選挙のように．．．、

要するに国レベルになると日本でも事態は進んでいま

せん。このまま国家に任せていだんでは、人類が滅亡

してしまいますよ、そういう危機感があって、人類が

滅亡すると分かっていて何もしないのは無貢任だから

行動を起こそうというわけです。

昔の教科書には、オランダの防溺堤の話が出ていた

ということでしだ。これは、当時のホノルル市長だっ

だジェラミー・ハイツさんが実は言ったことですが、

アメリカは京都議定書（CO2の6％削減）を批准して

いません。でも温暖化は進んでいる。で、そのときど

うすればよいか。連邦政府がちゃんと責任を果ださな

い、そのときでも都市が責任を果たせば、都市がリー

ダージップを握って行動すれば、温暖化は防げる。各

のを覺えている方もいらっしゃるでしょう。オランダ 都市がCO2の排出量を決めて、その規制をアメリカ

の子ども達は、自国の国土が水面下にある、海面より のすべての都市が守れば、国が京都議定書を批准しだ

も低いということ、だから防潮堤1こ少しでも穴が開い のとまっだく同じ結果が得られる。それだけの実力を

だらすぐこ知らせなさい、市民が死ぬほどの大問題1こ 都市はもっているし、それだけの責任があるのだから、

なるからかならず知らせなきゃいけない、ということ 都市がまず行動して、引っ張っていかなきゃいけない、

を徹底的に教えこまれます。

ある日、ある少年が防潮堤からチョロチョ□水が漏
れているのに気づく。そのことを知らせようにも、ま

わりには誰もいない。仕方なく、少年は着ていだジャ

ツを脱ぎ、穴に腕を突っこんだまま一晩過ごしたとこ

ろを発見され、防涸堤が崩れるのを防いだ。こんな話

を、私は小学生のとき教科書で読みましだ。

今、市長がやっているのはまさにそのことと同じな

んです。だから、市長でなくとも、みなさんでもいい。

ともかく核兵器が使われるかもしれないというその危

険性が高まっているときに何かをしなきゃいけない、

気づいた人が「水漏れ」がしないようにともかく行動

しないと、人類の滅亡につながる。その危機感を私達

はもっている。市長のレベルではもっています。

国がやらなければ都市（市民）がやる

同時に、 21世紀というのは、市民の力で問題が解

決できるんだということを、市長レベルでは、私達は

分かっています。

その一番よい例が環境問題です。これは、四年前に

広島で日米都市サミットを開きましたが、そのとき出

てきた結誦は、 21世紀は都市が世界を引っ張るんだ、
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と言ったんです。

21世紀は市民の力で問題を解決できる時代だ、そ

れが世界の都市のグローバルな問題に対する対処策、

逆に言うと、人類の叡智、いろいろな叡智をもとにし

て市民の声が国際政治を動かす時代になった、それが

都市の使命でもある、ということです。

（つづく）

本講演の中程で市長から示されだ写真資料及

び解説は、割愛させていただきましだ。

なあ、この連範は次回で完結する予定です。
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体調の悪さを乗り越え富士登山

合月号の原稿を書こうとしている合、私の体調はか

揚状態が続いています。

嘉手納基地の戟闘機FA18ホーネット（リムピース提供）

では、その幸せな機会を作ってくれだのは、どうい

う縁だっだかということですが、それは、前号の最後

なり酷い状態です。気管支の咳と鼻腔の炎症、そして のところに書いだ「オキナワから平和を発信」の琉球

全身m皮労発熱状態で、いわゆるカッタル＜眠い症状 の宗教と関係しています。
の三日目なのです。それでも久しぷりの低体調の原因 沖縄には、いわゆる霊能者としてュタ、ノロという

を理解しているので、精神的には逆に感謝、感謝の高 女性だちが大勢います。総じて神人（かみんちゅう）

とも言いますが、私が合回出会っだのは、 18歳にな

ということで、その種明かしをしますと、この7 る女性でしだ。 5月15日から 18Blこかけての帰沖

月7日、洞爺湖サミットの開催日、七夕さまの日に の時に、彼女の母親に会い、いろいろと話を聞いだり、

宮士山の頂上、剣が峰に登ってきだからです。山登り 資料を見せてもらっていたのです。その時の印象を一

なんて私の人生では、まっだく経験してこなかったこ 言で表すと、童神（わらびがみ）そのままで成長しだ

とです。それを突然、日本最高輯の宮士山へ登っだの 女性だということでした。沖縄では、昔から生まれて

ですから、その反動がくるのは当だり前のことと覚悟 くる赤ん坊を、神様からの授かり者、神の子として大

していましだ。しかも、その時の天候が8合目を境に、 事に、大事に育てる慣わしがあったからです。

冷だい雨と強風という最悪の状況の中を、薄い空気と
その彼女が、合年のはじめ頃に「7月7日に富士山

気圧に耐えて深呼吸を繰り返しながら登り続けたので で、平和の祈りをしなさい」という神さまからのあ告

すから、無事に帰って来れだだけでも幸せ者だと思っ げを受けだということから、結局沖縄から 6人、首

ています。

月刊キャッチビース

都圏の沖縄人や日本人だち 20名ほどで、そのうち男
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性が8人、女性 18人が参加しだのです。しかも参加 て登り、下つだかのような感じさえするほどでしだ。

者のうちで高山登山経験者は、私の友人一人だけとい その後、 3250メートルの8合目まで来だときに、雨

うメンバー構成で出発は、 6日の日躍日。私の運転す も激しく降りだしだことから、その神人がここで祈り

るマイク0バスに 16人ほどが乗って一路富士山へ。 をすると決断し、あ供え物を並べ、鈴を鳴らし、ピデ

表富士宮0の5合目に到着しだの

が、午前 11時ごろ。既にその標

高は、 2400メートルもあり、昼

食休憩と体慣らしで時間をつぷし

てから登頂開始が午後 1時ごろで

しだ。

その日の予定は、 3010メート

：、9」＼菜嬌‘汰ん、

オを回して祈りが始まりました。

それはちょうど北海道の洞爺

湖でG8サミットが始まった時刻

だったのかと思っていますが、参

加者一同で祝詞を唱えだ後で、一

人づつ順番で指定された祝詞を唱

えることになり、私が読まされだ

ルにある元祖7合目の山小屋で宿『： ィ， 豆 ｀ い のが「カムアジキネアマタマノ

泊ということで、比較的ゆっくり ムカイアマアメオホトノヂオホ

登り、約5時間がかりで辿0）着き、 トノベアマクニムカヒトフノタ

すく夕食。そして、風呂なしで午 チ空の神様空を守っている。羽
8年と 1549日目 (08/7/15、辺野古浜通信より）

後8時消灯ということなので、持 衣を着ている空をきれいにしなさ

参しだ泡盛と値段の高いビール、日本酒を分け合って い。地球環境の大切さを知・）なさい」という文章だっ

飲み、翌巳のご来光を楽しみに寝床のベッドに着だき だのです。

りすずめ状態で入りましだ。 その言葉は、世界からアイヌモジリ（北海道）に集

富土山の7月7日 まってきている先住民族、とりわけアイヌ民族の言葉

運命の日の7日は、午前4時前ガらの激しい雨の に似ているという印象を受けました。そして、環境サ

音で、目が覚めましだ。ご来光の希望が絶だれて、ま ミットといって洞爺湖に集っている首脳たちのまやか

た一眠り。しかし、頭語と吐き気の高山病の軽い症状 しと東富士演習場という広大な自然を破壊している自

を感じながらも、 6時ごろ朝食を済ましだ頃には雲が 衛隊の実弾演習に対して平和の祝詞を発しだという感

切れてきだということで、登山続行と決定。その準備 動を覚えだのです。

の過程で驚かされだことは、朝の7時ごろから始まっ その祈りを終えてからは、ほとんどの参加者は下山

た自衛隊の実弾演習の激しさでした。最初は、雲の下 を始めだのですが、既に頂上を目指して登って行った

で雷雲がなっているのかと思っていだのですが、山小 人が二人いだことが分ガり、私と男性3人もとりあ

屋のご王人巳く「まだ税金の無駄遣いが始まっだ」と えず頂上を目指すことにしましだ。

のこと。 そして、結局私ともう一人の友人だけが最高蜂の剣

その抱弾演習は、なんと私たちが頂上を極めて下山 が峰にだどり着くことができたのですが、頂上に近づ

し終える直前の午後4時近くまで続いたのです。そ くに連れて、冒頭に書いだように風雨が激しく、残雪

の音が聞こえる度に、悔しさと怒•）でわが身を励まし もあり、休憩する山小屋や神社もしまっているという
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過酷な条件が加わり、ほとんど修行僧のような感覚で それどころか、各地で事前に開催されたサミット関

降りてきだのです。 連行事はもとより、本番の北海道洞爺湖周辺、首都圏

下山の厳しさで自然の偉大さを感じる の過剰警備は、日本の警察、警備までアメリカ式に組

その下山の厳しさがまだ想像を超えるものでしだ。 み込まれだという現実を見る思いがしましだ。つまり、

火山礫や大きな岩のギャップを踏みしめるだびに、ひ 日米軍事再編という米軍の下に自衛隊を組み込む一体

ざの関節が悲鳴を上げるといっても過言ではないほ 化と同時進行で、海外からのテ0防止という名目の下

ど。登るときよりも立ち止まる回数を増やし、呼吸を に警察警備まで変えられだということです。

整えないと足がもたない感じでしだ。高山経験者の友 因みに警視庁のバトカーや概動隊の乱闘服のデザイ

人が頂上まで登らずに一足早く降りて行っだ先見の明 ン文字に「POLICE」というアルファベットが入るよ

を文字通り涌感しだのでしだ。 うになっだのは何時ごろからだっだのでしょうか。合

更に初体験の登頂と下山の途中で感じだことは、な 回の空港での韓国からの労働者を監禁しだ上で、入国

んと言っても自然の偉大さと人間の小ささでしだ。と を拒否して強制送還した行為は、かつての韓国やフィ

りわけ、広大な面積を占有して緑責摩；□麟芦攣噸饂麟汀星鴫曇昌員冒〖 リピンの軍事政権時代のことであ

の大地で自衛隊が続けていだ実弾

演習には、その抱撃の音が聞こえ

る度に、繰り返される戟争の悲劇

を知っていながらそこに拘泥して

いる人間の愚かさと戦争行為に

よって経済と政治利権の拡大を狙

う軍産複合体への怒りで体のエネ

ルギーが奪われだ感じでした。

とはいっても無事に降りてこら

り、 2001年以降の対テロ戦争国

家である米国万式でしかないので

す。そして、ピースパレードの一

連の表現行為だっだサウンドデモ

についても、先導車の窓ガラスを

壊して運転手を逮捕するなどの手

0は、民主警察の法的規制を壊す

暴力的な破壊行為にほかなりませ

ん。

れだのは、途中で出会う多様な冨緊疇麟疇緊 ．亨～～讐9三芍属．： 囀讀瓢！ まさにサミット首脳の無策振り
辺野古のカヌー(08/7/10、辺野占浜通信よ，））

人々との励まし合いと挨拶だった がもたらす合後の世界経済、政治

気がします。人間は本来優しいものだと安心させてく の破綻に対する回答を予告しているような感じです。

れだ出会いがたくさんありました。 それは、人権、生存権、環境問題などへの抵抗を「反

無策の洞爺湖サミット首脳 テ0」の枠！こ入れ込んで、暴力的に圧殺するというあ

その洞爺湖サミットは、当初予定されていだ通りに き出しの暴力的弾圧を辞さないという宣言のようなも

具体的な成果を世界に約束しないまま閉幕しました。 のです。

食糧、原油、資源などの高騰によって世界に貧困と飢 沖縄講会の一大変化

餓が広がる一方で、金満資本と国家がより莫大な利益 そのサミットを前にしだ沖縄では、大きな変化が起

を求めて国境を越えて巨大資金を運用するという悪循 こりましだ。それは、沖縄県議選で漂政与党の自民党

環を断ち切る意思すら示せなかったということです。 と公明党が過半数を割り込み、野党勢力が26議席と
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過半数を大幅に上回る結果になったことです。こうし 題点で意見を交わしたということです。

だ与野党逆転は、 1992年の復帰20周年の時以来と 東村高江住民の闘いは続く

いうことです。しかし、 16年前は、大田知事当選か 一万、北部訓練場のヘリパッド移設工事に反対する

ら2年後のことで、まだ公明党が革新勢カ一翼を担っ 東村高江区の住民らによる「座り込み一周年報告会」

ていだときでしだ。その公明党が 1998年に与党へと が6月29巳、村震民研修施設で開かれました。村内

鞍替えしてからちょうど 10年という中での与野党逆 外から約350人が集まり、座り込みを始めて 7月2

転の意味はより大きなものがあっだのです。 日で 1年となるのを前に阻止行動の継続と支援を誓

喋議会（高嶺善伸議長）の野党会派は、米軍普天間 いあったということです。

飛行場の名護市キャンプ・ジュワブ沿岸部への移設反 地元紙の報道では、「わずか 150人の集落をヘリ

対の決議案を開会中の六月定例会に提出し、巳米両政 バッドが取り囲あと、高江が消えてしまう。私だちが

府が合意しだV字形滑走路案に反対する決議を初め 合必要としているのは人。皆さんと力を合わせたい」

て可決する予定です。これは地元の意向を大事にする と安次嶺現達共同代表が呼び掛け、座り込み参加者ら

ということで進めてきだ巳米両政府にとっては、大き によるリレートークでは「嵩江の心を伝えきれずに沖

な打撃になります。 縄のIらは伝えきれない」「子どもだちにヘリが飛び交

合までの世論調査で80％もの喋内移設反対結果が う森を残しだくない」などの意見が相次いだというこ

明らかであっだにもかかわらず、日本政府が無視して とです。そして会では、座り込み参加者が延べ人数で

きだのは、名護市長と沖縄県知事、そして、それぞれ 7千人を超えだこと、ヘリパッドの建設即時中止を求

の議会の支持があっだからということでしだ。それで める署名が約2万4千人分集まったことも報告され

も日米政府が合意しだ沿岸案と漂知事や名護市長の沖 ていました。

合い案の対立が埋まらないままに来ていた中での反対 しかし、そうした平和に生きたいと願う多くの御万

決議となるだけに現在進められているキャンプシュワ 人の願いをあざ笑うかのような計画が7月に入って

ブ内での違法工事にも大きな影響を与えるものにしな 工事が一部で再開される中で明らかになりましだ。

ければならないのです。

実は、沖縄防衛局が兵舎や管理棟などり建

設に向け、造成工事に入っていたことが地元

紙に報道されだのが6月18日でした。 7月

中には作業を終える予定ということで、既に

県や名護市が求める沖合移動で、政府が実務

者レベルの本格的な検討作業に入ったことも

明らかになっています。

会合には内閣官房や内閣府、防衛省、環境

省、県の担当課長らが出席し、アセスメント

に関する法律や条令の解釈など、基本的な問

12 

辺野古座り込み1500日の纂い

(08/5/25、ヘリ基地いらない二見以北10区の会より）
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米海兵隊のホームページによると、ドイツ、イスラ 反対を前面に打ち出しだものです。

エル、オランダの各軍隊と自衛隊の連絡官が5月21 コンサートの内容は、 3年前1こ私たちが主催しだ命

日に北部訓練場を視察しだというのです。将来的に北 どう宝平和世コンサートで、最高新記録の 1300人結

部訓練場でジャングル訓練を行う可能性を視察するた 集を果たした渋さ知らず、ソウルフラワーモノノケサ

めだったということで、ドイツ陸軍の連絡官は「とて ミット（合回は、ユニオン）、寿バンドバージョンに

も素騰らしい視察だった。ここへ来て、訓練できる 加えて沖縄からの若いミュ＾ジジャンだち4グループ

よう楽しみにしている」と印象を

語っだそうです。

まだ、ホームベージの中では「他

国軍の訓練場使用についてまず第

ーに日本政府からの了承が必要

だ」と指摘しているということで

すが、これまでの日本政府の対米

従属路線を変えない限り断ること

は考えられません。阻止行動の応

援に駆け付けた平和運動センター

の山城博治事務局長は「多穀の国

が北郎訓練場を視察していたこと

に照屋政雄さんとドーナル・ラニー

＆梅津和時、近藤ヒロミという凄い

出演者。従って、最初から最後まで

観客1ことっては、贅沢三昧、感動と

感激のコンサートとなりました。

更に、演奏の切り替え時間には、

KEN子ちゃんの軽妙洒脱な才能溢れ

るトークに加えて高江から 2家族、

子供連れの女性のメッセージと辺野

二猛五五号五古の富田晋君のミュージジャンに負
：忠出咄忠溢悶：四此：：汰：よ出．． 芦梨
•一Tom..,...n,...“°”””””'.......Cl

けない力強いアピールがあL）、すば
ビースコンサートちらし

らしいコンサートになりましだ。

で、負担軽減が真っ赤なうそだと証明されだ。機能強 さらに嬉しかったのが、終わってからの後片付けと搬

化のだめにこの小さな集落1こヘリパッドを移設するこ 出の時でしだ。降り続ける雨の中でポランティアス

とは許さない」と語気を強めたと地元紙で報道されて タッフも含めて 1時間以上も片付け作業が続いだの

いましだ。

辺野古応援コンサートの報告

です。特に感らしたのは、駐車場の担当者や連絡、片

付け係の女性達。ピニールのカッパで濡れながら車の

最後に東京での大きなイベントの報告です。沖縄戦 配置換えや鍵のやり取り、荷物の搬出、ごみの片付け

慰霊の日を前にして、 228の午後から上野水上音楽 など文字通りの献身的な活躍ぷりに頭が下がりまし

堂でピースミコージックフェスタ・辺野古が開かれま だ。因みに当日のポランティアスタッフは、総勢 160

しだ。朝からの降り続く雨の中、約干人の観客、スタッ 人だっだそうです。

フ、出演者が一日沖縄、辺野古、悪江に思いを寄せな このように運動の継承と発展が若者達自身のネット

がらのコンサートでした。 ワークによって行われてきたことに、感動、感謝、感

沖縄の若いミュージジャン達が中心になって 2年 激して、私自身は運転手としての荷物運びの最後の仕

前から辺野古の浜で開いてきだ文字通りの平和を作る 事で会場を後にしたのが、 9時過ぎのことでした。

コンサート、しかも当面の最大の焦点となっている辺

野古への新基地建設反対、東村悪江のヘリバッド建設

（ああだだけじ）
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性が8人、女性 18人が参加しだのです。しかも参加 て登り、下っだかのような感じさえするほどでしだ。

者のうちで高山登山経験者は、私の友人一人だけとい その後、 3250メートルの8合目まで来だときに、雨

うメンバー構成で出発は、 6巳の日曜日。私の運転す も激しく降りだしだことから、その神人がここで祈り

るマイクロバスに 16人ほどが乗って一路冨士山へ。

表富士宮0の5合目に到善しだの

が、午前 11時ごろ。既にその標

高は 2400メートルもあり、昼

食休憩と体慣らしで時間をつぷし

てから登頂開始tf午後 1時ごろで

した。

その日の予定は、 3010メート

ルにある元祖7合目の山小屋で宿

泊ということで、比較的ゆっくり

登・）、約5時間がかりで辿り着き、

すぐ夕食。そして、風呂なしで午

、突忍知、‘，ヽ ：`、

をすると決断し、あ供え物を並べ、鈴を鳴らし、ピデ
、＼●,9991II•一1•---I

オを回して祈りが始まりましだ。

それはちょうど北海道の洞爺

湖でG8サミットが始まった時刻

だったのかと思っていますが、参

加者一同で祝詞を唱えだ後で、一

人づつ順番で指定された祝詞を唱

えることになり、私が読まされた

のが「カムアジキネアマタマノ

ムカイアマアメオホトノヂオホ

トノベアマクニムカヒトフノタ

チ空の神様空を守っている。羽
8年と 1549日目 (08/7/15、辺野古浜通信より）

後8時消灯ということなので、持 衣を着ている空をきれいにしなさ

参しだ泡盛と値段の高いピール、日本酒を分け合って い。地球環境の大切さを知りなさい」という文章だっ

飲み、翌日のご来光を楽しみに寝床のベッドに着だき たのです。

りすずめ状態で入りました。 その言葉は、世界からアイヌモジリ（北海道）に集

まってきている先住民族、とりわけアイヌ民族の言葉冨土山の7月7日

運命の日の7日は、午前4時前からの激しい雨の に似ているという印象を受けました。そして、環境サ

音で、目が覚めましだ。ご来光の希望が絶だれて、ま ミットといって洞爺湖に簗っている首脳たちのまやか

た一眠り。しかし、頭痛と吐き気の高山病の軽い症状 しと東冨士演習場という広大な自然を破壊している自

を感じながらも、 6時ごろ朝食を済ましだ頃には雲が 衛隊の実弾演習に対して平和の祝詞を発しだという感

切れてきだということで、登山続行と決定。その準備 動を覚えだのです。

の過程で驚かされたことは、朝の7時ごろから始まっ その祈りを終えてからは、ほとんどの参加者は下山

た自衛隊の実弾演習の激しさでした。最初は、雲の下 を始めたのですが、既に頂上を目指して登って行っだ

で雷雲がなっているのかと思っていだのですが、山小 人が二人いだことが分ガリ、私と男性3人もとりあ

屋のご王人巳く「まだ税金の無駄遣いが始まっだ」と えす頂上を目指すことにしましだ。

のこと。 そして、結局私ともう一人の友人だけが最高峰の剣

その砲弾演習は、なんと私たちが頂上を極めて下山 が蜂にたどり着くことができたのですが、頂上に近づ

し終える直前の午後4時近くまで続いだのです。そ くに連れて、冒頭に書いだように風雨が激しく、残雪

の音が聞こえる度に、悔しさと怒りでわが身を励まし もあり、休憩する山小屋や神社もしまっているという
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過酷な条件が加わり、ほとんど修行僧のような感覚で

降りてきだのです。

下山の厳しさで自然の偉大さを感じる

それどころか、各地で事前に開催されたサミット関

連行事はもとよ，）、本番の北海道洞爺湖周辺、首都圏

の過剰警備は、日本の警察、警備までアメリカ式に組

その下山の厳しさがまた想像を超えるものでしだ。 み込まれだという現実を見る思いがしました。つまり、

火山礫や大きな岩のギャップを踏みしめるだびに、ひ 日米宣事再編という米宣の下に自衛隊を組み込む一体

ざの関節が悲鳴を上げるといっても過言ではないほ 化と同時進行で、海外からのテ0防止という名目の下

ど。登るときよりも立ち止まる回数を増やし、呼吸を に警察警備まで変えられだということです。

整えないと足がもたない感じでしだ。高山経験者の友 因みに警視庁のパトカーや概動隊の乱闘服のデザイ

人が頂上まで登らずに一足早く降りて行っだ先見の明 ン文字に「POLICE」というアルファベットが入るよ

を文字通り涵感しだのでしだ。 うになっだのは何時ごろからだっだのでしょうか。合

更に初体験の登頂と下山の途中で感じだことは、な 回の空港での韓国からの労働者を監禁しだ上で、入国

んと言っても自然の偉大さと人間の小ささでしだ。と を拒否して強制送還しだ行為は、かつての韓国やフィ

りわけ、広大な面積を占有して緑｀｀／t□恥三議『露羞こ這巳鰭贔喜言員 リピンの軍事政権時代のことであ
の大地で自衛隊が続けていた実弾

演習には、その砲撃の音が聞こえ

る度に、繰り返される載争の悲劇

を知っていながらそこに拘泥して

いる人間の愚かさと載争行為に

よって経済と政治利権の拡大を狙

う軍産複合体への怒りで体のエネ

ルギーが奪われだ感じでしだ。

とはいっても無事に降りてこら

れたのは、途中で出会う多様な
辺野古のカヌー(08/7/10、辺野古浜通信よ，））

り、 2001年以降の対テロ戦争国

家である米国万式でしかないので

す。そして、ピースパレードの一

連の表現行為だっだサウンドデモ

についても、先導車の窓ガラスを

壊して運転手を逮捕するなどの手

口は、民主警察の法的規制を壊す

暴力的な破壊行為にほかなりませ

ん。

まさにサミット首脳の無策振り

人々との励まし合いと挨拶だった がもたらす合後の世界経済、政治

気がします。人間は本釆優しいものだと安心させてく の破綻に対する回答を予告しているような感じです。

れた出会いがたくさんありました。 それは、人権、生存権、環境問題などへの抵抗を「反

無策の洞爺湖サミット首脳 テロ」の枠に入れ込んで、暴力的に圧殺するというむ

その洞爺湖サミットは、当初予定されていだ通りに き出しの暴力的弾圧を辞さないという宣言のようなも

具体的な成果を世界に約束しないまま閉幕しましだ。 のです。

食糧、原泊、資源などの高騰によって世界に貧困と飢 沖縄講会の一大変化

餓が広がる一万で、金満資本と国家がより莫大な利益 そのサミットを前にしだ沖縄では、大きな変化が起

を求めて国境を越えて巨大資金を運用するという悪組 こりましだ。それは、沖縄県議選で票政与党の自民党

環を断ち切る意思すら示せなかったということです。 と公明党が過半数を割り込み、野党勢力が26議席と
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過半数を大幅に上回る結果になったことです。こうし 題点で意見を交わしだということです。

だ与野党逆転は、 1992年の復帰20周年の時以来と 東村高江住民の闘いは続く

いうことです。しかし、 16年前は、大田知事当選か 一万、北部訓練場のヘリパッド移設工事に反対する

ら2年後のことで、まだ公明党が革新勢カ一翼を担っ 東村高江区の住民らによる「座り込み一周年報告会」

ていだときでしだ。その公明党が 1998年に与党へと が6月29日、村農民研修施設で開ガれました。村内

鞍替えしてからちょうど 10年という中での与野党逆 外から約350人が集まり、座り込みを始めて 7月2

転の意味はより大きなものがあったのです。 日で1年となるのを前に阻止行動の継続と支援を誓

県議会（高嶺善伸議長）の野党会派は、米軍普天間 いあったということです。

飛行場の名護市キャンプ・ジュワプ沿岸部への移設反 地元紙の報道では、「わずか 160人の集落をヘリ

対の決議案を開会中の六月定例会に提出し、日米両政 バッドが取り囲あと、悪江が消えてしまう。私たちが

府が合意したV字形滑走路案に反対する決議を初め 合必要としているのは人。皆さんと力を合わせだい」

て可決する予定です。これは地元の意向を大事にする と安次嶺現達共同代表が呼び掛け、座り込み参加者ら

ということで進めてきだ日米両政府にとっては、大き によるリレートークでは「悪江の心を伝えきれずに沖

な打撃になります。 縄のIらは伝えきれない」「子どもたちにヘリが飛び交

合までの世誦調盃で80％もの喋内移設反対結果が う森を残しだくない」などの意見が相次いだというこ

明らかであっだにもかかわらず、巳本政府が無視して とです。そして会では、座り込み参加者が延べ人数で

きだのは、名護市長と沖縄県知事、そして、それぞれ 7千人を超えたこと、ヘリパッドの建設即時中止を求

の議会の支持があっだからということでした。それで める署名が約2万4千人分集まったことも報告され

も日米政府が合意しだ沿岸案と喋知事や名護市長の沖 ていましだ。

合い案の対立が埋まらないままに来ていた中での反対 しかし、そうした平和に生きたいと願う多くの御万

決議となるだけに現在進められているキャ‘ノプジュワ 人の願いをあざ笑うかのような計画が7月に入って

ブ内での違法工事にも大きな影響を与えるものにしな 工事が一部で再開される中で明らかになりましだ。

ければならないのです。

実は、沖縄防衛局が兵舎や管理棟などの建

設に向け、造成工事に入っていたことが地元

紙に報道されたのが6月18日でした。 7月

中には作業を終える予定ということで、既に

県や名護市が求める沖合移動で、政府が実務

者レベルの本格的な検討作業に入ったことも

明らかになっています。

会合には内閣官房や内閣府、防衛省、環境

省、票の担当課長らが出席し、アセスメント

に関する法律や条令の解釈など、基本的な問 辺野古座り込み1500日の集い

(08/5/25、ヘリ基地いらない二見以北10区の会より）
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米海兵隊のホームページによると、ドイツ、イスラ 反対を前面に打ち出しだものです。

エル、オランダの各軍隊と自衛隊の連絡官が5月21 コンサートの内容は、 3年前1こ私たちが主催しだ命

日に北部訓練場を視察しだというのです。将来的に北 どう宝平和世コンサートで、最高新記録の 1300人結

部訓練場でジャングル訓練を行う可能性を視察するた 集を果だしだ渋さ知らず、ソウルフラワーモノノケサ

めだったということで、ドイツ陸軍の連絡官は「とて ミット（合回は、ユニオン）、寿バンドバ＿ジョンに

も素晴らしい視察だっだ。ここへ来て、訓練できる 加えて沖縄からの若いミュ＾ジジャンだち4グループ

よう楽しみにしている」と印象を

語ったそうです。

まだ、ホームページの中では「他

国軍の訓練場使用についてまず第

ーに巳本政府からの了承が必要

だ」と指摘しているということで

すが、これまでの日本政府の対米

従属路線を変えない限り断ること

は考えられません。阻止行動の応

援1こ躯け付けた平和運動センター

の山城博治事務局長は「多穀の国

が北部訓練場を視察していたこと

梵翡 •e. :i::!::i::!: SUN上野公園ホ上畜棄菫
匹 1....m]"“O紐 9蒻衣9"”い09工ヽ“辺叶紐心“
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ピースコンサートちらし

に照屋政雄さんとドーナル・ラニー

＆梅津和時、近藤ヒロミという凄い

出演者。従って、最初から最後まで

観客にとっては、贅沢三昧、感動と

感激のコンサートとなりましだ。

更に、演奏の切り替え時間には、

KEN子ちゃんの軽妙洒脱な才能溢れ

るトークに加えて高江から 2家族、

子供連れの女性のメッセージと辺野

古の富田晋君のミュージジャンに負

けない力強いアピールがあり、すば

らしいコンサートになりましだ。

で、負担軽減が真っ赤なうそだと証明されだ。機能強 さらに嬉しかったのが、終わってからの後片付けと搬

化のだめにこの小さな集落1こヘリバッドを移設するこ 出の時でしだ。降り続ワる雨の中でポランティアス

とは許さない」と語気を強めたと地元紙で報道されて タッフも含めて 1時間以上も片付け作業が続いたの

いましだ。

辺野古応援コンサートの報告

です。特に感らしたのは、駐車場の担当者や連絡、片

付け係の女性達。ピニールのカッパで濡れながら車の

最後に東京での大きなイベントの報告です。沖縄戦 配置換えや鍵のやり取り、荷物の搬出、ごみの片付け

慰霊の日を前にして、 22日の午後から上野水上音楽 など文字通りの献身的な活躍ぶりに頭が下がりまし

堂でピースミコージックフェスタ・辺野古が開かれま だ。因みに当日のポランティアスタッフは、総勢160

した。朝からの降り続く雨の中、約千人の観客、スタッ 人だっだそうです。

フ、出演者が一日沖縄、辺野古、高江に思いを寄せな このように運動の継承と発展が若者達自身のネット

がらのコンサートでした。 ワークによって行われてきたことに、感動、感謝、感

沖縄の若いミュージジャン達が中心になって 2年 激して、私自身は運転手としての荷物運びの最後の仕

前から辺野古の浜で開いてきだ文字通りの平和を作る 事で会場を後にしたのが、 9時過ぎのことでしだ。

コンサート、しかも当面の最大の焦点となっている辺

野古への新基地建設反対、東村悪江のヘリバッド建設

（ああだだけじ）
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オキナワの暮嬉のニヶ月
08.05.15~08.7.18 

飛行再開しだF15戟闊機（嘉手納、 08.01.15、リムピース提供）

●5月15日

政府は 14日までに、在日米軍再編への協力に応じて関係自治体に支払う 08年度再編交付金の一次

内定額を固め、関係自治体に通知することを決めた。普天間飛行場移設先の名護市に 9億7000万円、

宜野座村に 1億6100万円をそれぞれ内定。環境影響評価（アセスメント）調査の開始に伴い、移設

完了時に支払われる上限額の 25％分を支給し、二次内定分で追加される見込み。名護、宜野座への再

編交付金をめぐっては、政府が3月に「理解と協力が得られた」として凍結を解除。まだ執行してい

ない 07年度分約4億 6000万円（名護市約 3億 9700万円、宜野座村約 6700万円）も配分される

予定。一方、陸自のキャンプ・ハンセン共同使用では、金武町に 8500万円、恩納村に 3300万円、

宜野座村に2000万円をそれぞれ内定。3月に共同使用訓練が始まったことで「再編の完了」と見なされ、

上限額が支給される予定。 そのほか、那覇港湾施設（那覇軍港）の移設受け入れを表明している浦

添市に 2600万円を内定。最終的には前年度と同額の 3700万円となる見込みだ。

●5月16日

米軍北部訓練場の一部返還に伴うヘリコプター着陸帯（ヘリパッド）の移設が計画されている東村

高江で、国の特別天然記念物ノグチゲラが営巣しているとみられる様子が確認された。

●5月20日

米軍基地で働く日本人従業員へのパワーハラスメントが相次いでいるとして、当事者や関係者は 20

日、「基地労働者パワハラ被害者及び支援者の会」を結成した。同日までに従業員や支援者 70人が賛

同している。設立の準備段階で、各職場で実施したアンケートでは、回収した 63人のうち 26人が「パ

ワハラ被害を経験した」と回答。うち 11人が「自殺も考えた」とするなど深刻な実態も浮き彫りになっ

た。

04年の沖縄国際大学への米軍ヘリ墜落をめぐり、那覇市の男性 (42)が国を相手に、日米両政府

の協議内容を記した文書の公開を求めた訴訟の控訴審に絡み、福岡高裁（西理裁判長）は 20日までに、

国側に文書の不開示部分を裁判所に提示するよう命じた。
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●5月23日

米空軍が検討している次期攻撃戦闘機F35Aの米軍嘉手納基地への配備について、早ければ 13年

までに完了したい意向を示していることが 23日までに分かった。ハワイの地元紙ホノルルアドバタイ

ザーが22日、米太平洋空軍司令官のキャロル・チャンドラー大将の話として報じた。同紙によると、チャ

ンドラー大将は、嘉手納基地所属の F15戦闘機二個中隊 (48機）に代わって、 F35の二個飛行中隊

を配備したい考えを示したという。

●5月25日

在沖米海兵隊は、普天間飛行場に配備されている空中給油機KCl30J用にシミュレーター（模擬飛

行装置）を導入し、早ければ8月から運用する計画があることを、 25日までに明らかにした。同飛行

場所属の第 152海兵空中給油中隊が運用する予定。しかし、同中隊はこれまでシミュレーター訓練を

米本国で行い、「導入でパイロットが米本国に帰還する必要がなくなる」とも説明しており、飛行時間

削減につながるかは不明だ。伊波洋一宜野湾市長は「シミュレーター導入は、市が訴えてきた危険性

除去に軍が敏感になっているととらえることもできる。飛行訓練減少を期待し、データを分析したい。

ただ、飛行場での訓練は KC130だけでなく、危険性除去の大きな解決にはならない。」と話している。

名護市辺野古沖への米軍普天間飛行場代替施設建設に反対する住民らが座り込みを続けて 27日で

1500日目になるのを前に 25日、「5.25現地座り込み 1500日集会」（主催・ヘリ基地反対協議会）

が開かれた。県内外から約 300人（主催者発表）が参加。「闘争を貫徹しよう」などと運動継続を誓った。

●5月27日

金武町伊芸区の住宅地上空で今月 20日から 22日にかけ、米軍ヘリが深夜まで飛行した問題で、儀

武剛町長と池原政文区長は 27日午前、沖縄防衛局に真部朗局長を訪ね、抗議するとともに、住宅地

上空での米軍ヘリ訓練の廃止を要求した。儀武町長は、町職員が撮影した写真を調べた結果などから、

米空軍のヘリが伊芸区全体を周回したことを明らかにし、「日米地位協定で施設間移動は認められてい

るが、空軍の演習はおかしいのではないか」と指摘。 5.15メモなど過去の日米合意の記録も含めて調

査し、正式文書で回答するよう要求した。米軍側から町への通報に「ヘリ訓練」と触れられてなかっ

たことを挙げ、通報体制も問いただすよう求めた。池原区長は「戦場さながらの訓練で住民は悲鳴を

上げている。日本政府が毅然と対応しなければ、米軍の訓練はますます拡大していく」と危機感を表

明した。米軍は今月 20日から 3日連続で午後 11時ごろまで、民家から 500メートルも離れていな

いキャンプ・ハンセン「レンジ4」都市型訓練施設内のヘリパッドで離発着を繰り返した。 2~4機

がごう音を響かせ、無灯火のヘリが高速で闇夜を横切った。公民館から 40~50メートルの低空飛行

で集落上空を何度も旋回した。住民への聞き取りで区がまとめた飛行ルートは、集落をすっぽりと囲

んでいた。 22日夜には、爆破訓練とみられる爆発音も重なり、町測定で 85.5デシベルを記録した。

町ば撮影した写真から米空軍の HH60と呼ばれる救難ヘリとほぽ断定。所属先は不明だが、空軍機

が飛来し、伊芸上空で訓練していたことになる。

●6月5日

嘉手納基地で 5日午前 10時25分ごろ、同基地所属のF15戦闘機一機が緊急着陸した。機体のフッ

クを滑走路上のワイヤに引っ掛けて停止したため、緊急性が高かったとみられる。

金武町並里区（輿那城直也区長）は 5日の区議会で、日米が返還合意していた米軍ギンバル訓練場

内の区有地（34ヘクタール）を、跡地利用を進める町に売却する案を賛成多数で可決した。返還は、

同区に隣接するプルーピーチ訓練場へのヘリコプター着陸帯（ヘリパッド）移設が条件になっている。
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十年越しで条件付き返還に反発していた同区が「現実的対応」にかじを切った。一方、反対する住民

の間では署名活動の動きも出ている。 町は、米軍基地所在市町村活性化特別事業（島田懇談会事業）

の「ふるさとづくり整備事業」で、ギンバル訓練場跡地に医療施設建設の計画を進める。内閣府は昨年末、

用地買収費用として 15億 6900万円を内示。本年度内の着工を目指す町は、区有地売却に関する同

区の合意を得て予算要求をしたい考えで、区に働き掛けてきた。区に入るギンバル訓練場の軍用地料

は年間約 5200万円。公民館の維持管理費や区内各団体への補助金などに充てられている。返還後は、

区有地の売却費で国債を購入し、その利息でこれまでの住民サービスを継続する考えという。

●6月6日

沖縄防衛局の真部朗局長は6日、中部の十市町村でつくる中部市町村会（会長・知念恒男うるま市長）

の要請の場で、日米が合意した米軍普天間飛行場での場周経路が守られてないとの伊波洋一宜野湾市

長の訴えに対し、「市の声を有効なデータとして客観的に米側にぶつけられるような方策を考えたい」

と答え、同局自身が現状調査に取り組む姿勢を示した。外務省沖縄事務所の倉光秀彰副所長は「指摘

を真摯に受け止め、防衛省と、米側に『約束をきちんと実行してほしい』と申し入れていきたい」と

述べた。

●6月9日

沖縄国際大の敷地内に米軍のヘリコブターが墜落した事故をめぐる情報公開訴訟で、福岡高裁（西

理裁判長）は9日までに、不開示部分を裁判所に提示するよう命じた同高裁決定を不服として国が申

し立てた抗告を許可する決定をした。不開示部分の裁判所への提示の当否は、最高裁に審理が持ち込

まれ、判断されることになった。

●6月17日

米軍機の民間地への墜落事故を防ぐため、日米政府で合意された米軍普天間飛行場の場周経路につ

いて、沖縄防衛局が宜野湾市内で米軍機の飛行ルートを目視調査していることが 17日までに分かった。

同局が同飛行場の場周経路の調査を実施するのは初めてとみられる。

米軍普天間飛行場の名護市キャンプ・シュワプ沿岸部への移設をめぐり、県や名護市が求めている

代替施設案 (V字案）の沖合移動で、政府が実務者レペルの本格的な検討作業に入ったことが 17日

までに分かった。政府内には沖合への移動が日米合意の修正になり、米国側が反発していることから、

慎重論が多い。ただ、難航している同飛行場の移設問題を前進させるためには県側への配慮が必要と

の政治的な判断から、異例の前倒しで実務協議に踏み切った形だ。

●6月18日

普天間飛行場の移設に伴い、沖縄防衛局は名護市キャンブ・シュワプ内の下士官宿舎など新設五棟

の工事に 2日 から着手していたことが 18日までに分かった。兵舎や管理棟などの建設に向け、造

成工事に入っている。工事は2日に着工、磁気探査など準備作業を終え、 9日から造成作業に入った。

整地を終えた後の建物の建設は9月ごろとなる見通し。 5棟は下士官宿舎（約 9102平方メートル）

のほか、倉庫（約 1719平方メートル）や管理棟（約 3169平方メートル）、通信機器整備工場（約

2770平方メートル）、舟艇整備工場（約 3147平方メートル）。建設場所は飛行場建設予定地の西側で、

工期は09年9月末となっている。防衛施設庁（現防衛省）が06年、基地建設計画（マスタープラン）

の概要を地元に説明した際、キャンプ・シュワプには普天間飛行場代替施設の移設に伴い、約 3000

人の兵員が移駐することを明らかにしており、約 6000人規模の海兵隊基地になるとみられている。
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●6月19日

午後3時ごろ、米空軍の超大型長距離輸送機csギャラクシー 1機が普天間飛行場に飛来し、
CH53D大型輸送ヘリ 2機が積み込まれた。 17日には別のギャラクシー 1機が飛来し、 CH5302機を

輸送。同型ヘリ 6機もローター（回転翼）が外された状態で駐機している。

●6月20日

午後3時半ごろ、 5月から海外演習に派遣されていた普天間飛行場所属のヘリ 15機が編隊を組ん

で帰還した。宜野湾市の市街地上空を 10機以上の編隊が飛行するのは異例。市役所には「ここは戦場

か」「何が起きているんだ」と苦情が相次いだ。慰霊の日直前、しかも沖縄防衛局による米軍機の飛行ルー

ト調査が終了した直後の帰還に、同市は「再び騒音被害が激化する。国の再調査が必要だ」と事態を

重く見ている。この日、編隊で飛行したのは沖縄国際大学で墜落した CH53D大型輸送ヘリとは型違い

のE型4機と CH46中型輸送ヘリ 6機など。編隊はすぐに飛行場へ降りず、市役所の真上など市内を

旋回して着陸。市街地への墜落を防ぐため日米で合意された飛行ルートの場周経路をはみ出し、ごう

音が数分間続いた。午前には別のヘリ 6機が帰還し、FA18戦闘攻撃機など外来機の飛来も確認された。

●6月23日

普天間飛行場の移設に伴い沖縄防衛局は、名護市キャンプ・シュワプ内の兵舎や舟艇整備工場の建

設に向けた造成工事を本格化させている。 23日、大型建設機材を使った大規模な造成工事の様子が確

認された。同基地内の埋蔵文化財について、名護市教育委員会は、市議会定例会に計上している調査

費補正予算が可決された後、7月から 4カ月間の予定で本調査を実施する。これまでの試掘調査などで、

海側から水田跡が確認されたため、海側を調査する予定だ。

●6月24日

午前、米空軍の超大型長距離輸送機csギャラクシー 1機が普天間飛行場に飛来し、 04年8月に沖
縄国際大学へ墜落したヘリと同型のCH53D大型輸送ヘリ 2機を積み込んだ。ギャラクシーが同飛行

場に飛来するのは今月に入って 3度目。

●6月26日

米軍普天間飛行場の周辺住民 392 人が、ヘリコプターなどの騒音に伴う健康•生活被害を訴え、国

に夜間と早朝の飛行の差し止めと、計4億5540万円の損害賠償を求めた訴訟の判決で、那覇地裁沖

縄支部（河合芳光裁判長）は 26日、すべての原告が居住するうるささ指数 (W値） 75以上の地域住

民に生活・睡眠妨害に伴う精神的被害を認め、国に総額 1億4670万円の支払いを命じた。河合裁判

長は、訴訟係属中の04年8月に起きた沖縄国際大学へのヘリ墜落など、施政権返還後に同飛行場所

属の軍用機の事故が77件発生していると指摘。住民の墜落に対する不安・恐怖感を精神的な被害とし

て認めた。国側が主張した「危険への接近」に伴う免責は、本島中部で騒音の影響を受けない地域が

限られていることや、沖縄の人の地元回帰意識が強いことを踏まえた上で、「少なくとも返還が合意さ

れた 96年以降はやむをえない」と判断。国側の主張を全面的に退けた。住民側が最大の争点に位置付

けた低周波音による被害は、難聴や耳鳴りといった健康被害との因果関係を否定。騒音発生の責任を

明確にするため、住民側が求めた国による継続的な騒音測定についても「国は被害防止の措置をとる

法的立場にはない」などとして、認めなかった。将来分の賠償と飛行の差し止め請求についても退けた。

町村信孝官房長官は 26日の普天間爆音訴訟判決を受け、同飛行場の危険性除去に向けた米側との協

議を再開する考えを初めて示した。同長官は4月の普天間飛行場の移設協議会で、政府が危険性除去

策の取り組みを再検討する方針を示していたが、「移設するまでの間、米側と交渉するなど努力したい」

とさらに踏み込んだ発言で、県側の要望に応じる姿勢を示した。同日午後の会見で述べた。
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●6月29日

北部訓練場の一部返還に伴うヘリコプター着陸帯（ヘリパッド）移設工事に反対する東村高江区の

住民らによる「座り込み一周年報告会」（主催・ヘリパッドいらない住民の会）が29日、村農民研修

施設で開かれた。村内外から約 350人（主催者発表）が集まり、阻止行動の継続と支援を誓った。座

り込みを始めて7月2日で一年となるのを前に行われた。沖縄防衛局は、 3~6月は希少鳥類の繁殖

期に当たるとし、工事を中断しており、 7月に再開する見通し。

●7月1日

自衛隊、 ドイツ、イスラエル、オランダの 4軍幹部が、将来の訓練を視野に入れて米軍北部訓練場

（国頭村、東村）を視察していたことが、 1日までに分かった。在沖米海兵隊の機関紙「オキナワマリー

ン」が報じた。日米以外の外国軍が在沖米軍基地使用を検討していることが明らかになったのは初めて。

自衛隊の視察について、防衛省は事実関係を確認中としている。同紙によると、視察は今年 5月21日。

米バージニア州クワンティコ基地の海兵隊戦闘開発指揮 (MCCDC)に出向する 4軍の連絡担当将校が

参加し、海兵隊のジャングル戦闘訓練を見学した。ジャングル戦闘訓練技術のカリキュラムや、性別

に関係なくすべての海兵隊員が訓練に参加していることなどが説明されたという。

米軍北部訓練場の一部返還に伴う東村高江区へのヘリコプター着陸帯（ヘリバッド）移設問題で、

工事中断期限の切れた 1日午前、沖縄防衛局員や業者、作業車が現場を訪れた。警戒中の反対派住民

や支援者数人が立ちふさがり、局員らと激しく口論、一時騒然とした。

中城湾港泡瀬沖合埋め立て事業のため、沖縄市と米軍が締結している米軍泡瀬通信施設の保安水域

共同使用協定について、沖縄市長が今後の協定更新について「新たな基地の提供につながるため署名

できない」と事業者の国と県に4月末に通知していたことが 1日、分かった。これを受け、県は市長

に代わって県知事を署名者とする文書を沖縄防衛局長あてに送っているが、米軍からの回答はないと

いう。

●7月2日

午前9時半ごろ、普天間飛行場に米空軍の超大型長距離輸送機csギャラクシー 1機が飛来した。
04年8月に沖縄国際大学に墜落したヘリと同型のCH53D大型輸送ヘリ 2機を積み込み、同日午後3

時ごろ飛び立った。ギャラクシーは 6月に同飛行場に4回飛来し、 CH53D10機のうち、 8機を輸送

していた。今回の輸送で、同飛行場に配備されるCH53 Dはゼロとなった。

●7月4日

在沖米海兵隊がキャンプ・ハンセン内の都市型戦闘訓練施設（コンバットタウン）での訓練補完を

目的に、 5日から訓練用コンテナ73個を搬入することが4日、分かった。沖縄防衛局が明らかにした。

移送作業は 23日まで続く見通し。在日米軍基地で同様の訓練用機材が搬入されるのは初めてだ。搬入

目的について米側は「コンテナ同士を組み合わせて街並みに模した建物を造ることができ、より機動

的かつ効果的な訓練環境をつくり出すことが可能」と説明。現在の空き地部分を効率的に最大限活用

する意向という。政府は「米国予算で実施されるもので、このような訓練はこれまでにも計画され実

施されてきた。日米安保条約の目的達成のため必要な訓練の一環」との認識を示している。

●7月8日

普天間飛行場を離着陸するヘリコプターなどの騒音によって健康被害を受けたとして、周辺住民

392人が国に夜間・早朝の飛行差し止めと損害賠償を求めた普天間爆音訴訟で、原告は8日、飛行差

し止めなどを棄却した一審判決を不服として福岡高裁那覇支部に控訴した。
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●7月9日

普天間飛行場の周辺住民が、夜間・早朝の飛行の差し止めと損害賠償などを国に求めている訴訟で、

被告の国側は9日、総額 1億 4600万円の支払いを命じた一審・那覇地裁沖縄支部判決を不服として、

福岡高裁那覇支部に控訴した。

普天間飛行場の米軍機の飛行の影響で、地上デジタル放送に受信障害が発生していると宜野湾市に

苦情が相次いでいる問題で、沖縄総合通信事務所が市内の障害状況調査を始めていたことが9日、分

かった。米軍機と受信障害の因果関係の有無を明らかにするため、継続的に調査を行う。苦情は同市

内十地域と浦添市、西原町、中城村から合わせて計26件。「ヘリが飛ぶと地デジ放送が途切れる」など、

アンテナ付近の空中で物体が動くと信号が遮られる「フラッター現象」が起きているといった苦情が

寄せられたため、同市が国へ対策を求めていた。

●7月10日

仲井真弘多県知事が公約に掲げ、政府に求めている普天間飛行場の危険性除去について、防衛省と

県が共同で技術的な対応策を検討する研究チームを設置する方向で調整を進めていることが 10日、分

かった。県、政府双方の事務方による協議が始まれば、問題解決に向けた取り組みが本格化すること

になる。

●7月11日

仲井真弘多知事は 11日の定例会見で、普天間飛行場のキャンプ・シュワプ沿岸部への移設で政府に

求めている代替施設の沖合移動について、「大浦湾に突き出しているものを引っ込めてはどうか。名護

市の意見もそれに近い。引っ込めて前に出すという感じだ」と述べ、南西方向にずらした上であらた

めて沖合に移動するよう要望する考えを示した。名護市の島袋吉和市長は沖合・南西方向への移動を

求める考えを示していたが、知事が具体的に言及するのは初めてだ。

●7月18日

県議会（高嶺善伸議長）の 6月定例会は 18日の最終本会議で、野党六会派が提出した普天間飛行

場の移設先となる名護市辺野古沿岸域への新基地建設に反対する決議・意見書を野党の賛成多数で可

決した。日米両政府の合意した現行案（V字形）に県議会が反対決議をしたのは初めて。決議・意見

書は日米両政府や仲井真弘多知事に対し、新基地建設の断念を求める内容．

普天間飛行場の移設に関する政府と地元の協議会の第8回会合が 18日夕、首相官邸で開かれた。

石破茂防衛相は危険性除去と建設計画・環境影響評価（アセスメント）について、それぞれ実務者で

構成するワーキングチームを設置する方針を示し、県や名護市など地元と合意した。石破防衛相は「囲

接に意見交換しながら、検討を進めることが必要だ」と述べた。町村信孝官房長官は両ワーキングチー

ムを今月中に発足させる意向を示した。

日本自然保護協会や世界自然保護基金 (WWF)ジャパンなどは 18日、環境省で会見し、名護市大

浦湾で昨年9月に見つかった大規模なアオサンゴ群落などについての調査結果を発表した。同湾に生

息する生物の多様性について「県内で極めて特異的な存在」と指摘し、同湾周辺で計画されている普

天間飛行場の代替施設建設に対しては「自然環境や生物多様性に大きな悪影響を及ぽす」と懸念を示

した。
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編鯛室ガら

編集後記

◎一生活者として巳々、食品、生活用品

を買い出しに行く度、｛直上げと品薄に「世1

も末だ」と独りごちます。こんな時に軍

事費なんて、ひと昔前の本ですが、「こ

の金で何が買えるか」と大きな声で叫び

だい。

◎6月末、近くの沢でホタルの点滅を確

謁しだ。同じ場所で、サワグルミの梢に

産みつけられたモリアオガエルの卵嚢が

まるで醗碧しだしだバンのように膨らん

で垂れ下がっていだ。 7月に入ってヤマ

ユリが一斉に開花し、林道に1まのかな甘

い香りがだだよう。軍備に浪費する金を

環境に投資しだら、この地球はもっと

もっと住みやすくなる。

会計報告
【収 入】

(08.05.19~08.07.22) 

2
 

先月からの繰越

当期の収入

(1)会費収入

①維持団体

②維持個人

③参加団体

④参加個人

⑤通信会員

(2)カンパ収入

(3運動収入

(4瀕金利子・資料収入

出】【支

0

0

0

0

沿

0

0

0゚

＇ 
5
 

214, 771 

5,000 

3 当期の支出

(1)郵送費

(2)文具・備品

(3)振込手数料等

(4沿担金

(5)0ッカー代

(6)雑費・備品

【残 高】

27,468 

3, 148 

80 

゜゚
1,820 

32,516 

4
 
次月への繰越 187,255 
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